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　 ノ ロ ウ イ ル ス（Norovirus）は























伝子型によって大きく GI と GII
の 2 群に分けられるが、その群の
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る も の が 多 い。 図 表 4、5 で 示
すように、2001 年から 2006 年
で、ノロウイルスによる食中毒は
総発生件数の 13.9 ～ 33.5%、総
患者数の 28.5 ～ 70.8% を占めて
いる。他の食中毒原因微生物と比
較すると、ノロウイルスによる発
生件数は 2001 ～ 2003 年で第 3 出典：厚生労働省食中毒統計
10) を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表 4　我が国における食中毒の発生件数（上位 3 原因物質）
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位、2004 年 に は 第 2 位、2006
年には第 1 位と変化している。ま




数の 33.5%（全件数 1,491 件のう
ち 499 件）、総患者数では 71%（総
























は 2001 年 1 月 ～ 2003 年 10 月
の間で約 54%（287 件中 154 件）、
2003 年 10 月～ 2005 年 10 月の
間 で 約 11%（265 件 中 30 件 ）、
































































　調査によると、2001 ～ 2006 年


































ネットワーク（Food borne viruses 


















（Centers for Disease Control 
and Prevention、CDC）が全国レベ
ルでの大規模調査を行っている14）。
その調査によると、2006 年 10 ～

















( 当調査は、FBVE 加盟 13 カ国（調査当時、現在はオ スートリアを含む14 カ国）に対し、ノロウイルス

























2006 年 2005 年 2004 年
ドイツ あり 604 事例 184 事例 514 事例
デンマーク あり 249 検体 38 検体 222 検体
スペイン なし 2 事例 6 事例 12 事例
フィンランド あり ～ 120 事例 ～ 10 事例 ～ 10 事例
フランス なし 3 事例 1 事例 2 事例
英国 あり 768 事例、756 検体 83 事例、281 検体 374 事例、682 検体
ハンガリー あり 81 事例 17 事例 24 事例
アイルランド あり 7 事例 事例なし 22 事例
イタリア 不明 報告なし 報告なし 報告なし
オランダ あり 36 事例 5 事例 68 事例
ノルウェー あり ～ 160 事例 ～ 65 事例 ～ 35 事例
スウェーデン あり ～ 400 事例 ～ 50 事例 ～ 350 事例
スロベニア あり※ 2 7 事例 6 事例 5 事例





















































図表 7 に示す 17 ～ 22)。最初に開発
された方法は電子顕微鏡でウイル
出典：厚生労働省、国立感染症研究所、東京都衛生研究所などの資料 17 ～ 22) を基に科学技術動向研究センターにて作成
検出対象 利用可能な検体 所要時間 検出感度
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図表 8　我が国で現在研究開発が進められているノロウイルスの除去・不活化法の概要
















いて図表 8 に示す 23 ～ 27)。








































































































































































































































































2007 年 3 月 16 日 改 訂：http://
idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/
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